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市
で
は
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
み
の
世
帯
を
対
象

に
、
三
重
県
建
設
労
働
組
合
上
野
支
部
の
組

合
員
が
訪
問
し
、
無
償
で
家
具
に
固
定
金
具

を
取
り
付
け
ま
す
。

【
実
施
日
】

　

10
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰

【
募
集
件
数
】

　

50
件
（
予
定
）

※
１
軒
に
つ
き
家
具
３
つ
ま
で
固
定
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳

Ａ
１
・
Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

み
の
世
帯

※
以
前
に
こ
の
事
業
を
利
用
し
た
世
帯
や

市
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

　

住
宅
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
・
押
印

の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
持

参
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

７
月
31
日
㈫

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、
住
宅
の
室
内

（
主
に
寝
室
）
に
強
固
な
箱
型
の
構
造
物
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
地
震
で
住
宅
が
倒
壊
し

て
も
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
空
間
を
作

り
、
安
全
を
確
保
す

る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
耐
震
診

断
の
結
果
、
倒
壊
の

可
能
性
が
高
い
と
診

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
へ
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
の
設
置
費
用
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。

【
補
助
額
】

　
対
象
住
宅
の
１
階
部
分
に
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
費
用
の
３
分
の
２
（
上

限
25
万
円
）

※
三
重
県
型
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る

場
合
は
、
上
限
40
万
円

【
募
集
戸
数
】

　
２
戸　

※
先
着
順

【
対
象
住
宅
】

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
・
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
２
階
建
て
以
下
の

住
宅

○
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
０
．
７
未
満

（
倒
壊
の
可
能
性
が
高
い
）
と
診
断
さ
れ

た
住
宅

○
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅

【
対
象
者
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
療
育
手
帳
Ａ

１
・
Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
ま
た

は
要
介
護
３
以
上
に
該
当
す
る
人
が
同

居
し
て
い
る
世
帯

【
申
込
方
法
】

　
住
宅
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
・
押
印
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

12
月
28
日
㈮

災
害
時
要
援
護
者
宅
家
具
固
定
事
業

木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
費
助
成
事
業

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
１
３
９
５

　

伊
賀
市
馬
場
１
１
２
８
番
地

　

伊
賀
市
建
設
部
住
宅
課

　

☎
43
・
２
３
３
０　

ＦＡＸ
43
・
２
３
３
２

地
震
が
来
た
と
き
、
あ
な
た
の
部
屋
は
安
全
で
す
か

　
震
災
時
に
身
を
守
る
た
め
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
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子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

募
　
集

催
　
し

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
拡
大
版

人権作品を募集します

ふるさと応援寄附金

◆ 作文・ポスター・標語で人権を表現してみませんか

◆ 伊賀市へのふるさと納税の状況をお知らせします

【問い合わせ】人権政策課
　☎ 47-1286　ＦＡＸ 47-1288

【問い合わせ】総合政策課
　☎ 22-9623　ＦＡＸ 22-9672

　市民の皆さんの人権問題に対する関心と意識を高め

るために、人権作品を募集します。

　作品は、人権問題（同和問題・女性・子ども・障が

い者・外国人・性的マイノリティなど）に関して、日

常生活の中で体験したことや感じたこと、差別をなく

していくための意見や方法などを表現したものが対象

です。

【対象者】　小学生以上で、市内在住・在勤・在学の人

【募集作品】　作文・ポスター・標語

※詳しい作品規定は募集要項をご覧ください。

【審査・発表】

　市で審査を行い、結果を応募者に連絡します。

【応募方法】　

①市内の小中学校へ通っている人：各学校へ提出して

ください。

②それ以外の人は郵送・持参で次の場所に提出してく

ださい。

○上野支所管内または市外にお住まいの人：人権政策課

○上野支所管内以外にお住まいの人：原則住所地に該

当する支所振興課

【応募期間】　9 月 3 日㈪～ 18 日㈫　※必着

※募集要項と応募用紙は、次の応募先と本庁舎玄関受

付で配布するほか、市

ホームページからもダ

ウンロードできます。

【応募先】

○〒 518-1422

　伊賀市平田 650 番地

　大山田農村環境改善セ

ンター内

　伊賀市人権生活環境部

人権政策課

○各支所振興課（上野支

所を除く。）

※本庁舎玄関受付は配布

のみです。

■寄附の状況

　「ふるさとを大切にした

い」「伊賀市の発展に貢献

したい」「忍者市を応援し

たい」という皆さんから、

たくさんの寄附をいただ

きました。

《内　訳》　希望する使い道

○市民の暮らしの「安全・安心」を確保するまちづくり

1,936 万円

○自立・維持できる「活力」を創出するまちづくり

868 万 47 円

○未来を担う「人・地域づくり」を推進するまちづくり

2,222 万 3,689 円

○自治体におまかせ 5,156 万円

( 平成 30 年 3 月末現在の基金積立額　

２億 330 万 8,165 円 )

■ふるさと応援寄附金を活用した事業

　いただいた寄附は、さまざまな事業に活用しています。

《主な事業》

○鉄道網整備促進に関する経費 452 万円

○観光戦略、公園施設維持管理に関する経費

524 万円

○文化振興、先賢顕彰に関する経費 112 万円

○成人式、図書館（室）、教育振興に関する経費

342 万円

■事業者の皆さんへ

　市では寄附の拡大を図るため、伊賀市の魅力ある返

礼品の発掘・開発に取り組んでいます。お店の自慢の

逸品を、ぜひ伊賀市の返礼品としてご登録ください。

（返礼品の登録は随時受け付けています。返礼品の基準

や登録方法について、詳しくはお問い合わせください。）

◆ 2017（平成 29）年度

　3,066 件　　１億 182 万 3,736 円

◆ 2017（平成 29）年度

　活用した金額　　1,618 万 7,000 円

▲ 2017年度「ポスター部門・

中学生の部」市長賞受賞作品


